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                                                                                          Ｐ９１／ＴｘＤ１ 
 
 
 
                                                                                          Ｐ９５／ＳＣＫ１ 
 
 
 
 
                                                                                          ＦＷＥ 
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                                                                                          ＭＤ２ 

                          スリーステート出力 

  

                                                                                        ＲＥＳＥＴ 
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・ＡＨ６０００で使用できるモードは、モード５・６・７（内臓ＲＯＭ有効）です。 
・ＭＤ２は上記回路のように、プルアップしてＡＨ６０００のＮＭＩと接続します。 
 
デバッグ機能を有効にするための各モードの接続例 
 
例 モード５（拡張モード［１Ｍ］）で使用する場合       例 モード７（ｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ）で使用する場合 

                                            ＭＤ１ 

 

                                                                                                ＭＤ１ 

 
                                            ＭＤ０ 
                                                                                                ＭＤ０ 
 
例 モード６（拡張モード［１６Ｍ］）で使用する場合 

 
 
                                            ＭＤ１ 
                                            ＭＤ０ 
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コントローラ回路 

 

※ ＲＥＳＥＴの遅延時間は、２００ｍｓｅｃ以下のハード設計をしてください 

本回路は、あくまでもサンプル回路です。 
実際の回路設計には、各ＩＣのマニュアル・データブック等で、内容を充分ご確認ください。

本回路の使用に起因する不具合・損害に関して、弊社は一切の責任を負いません。 

ＡＨ６０００ ターゲット（Ｈ８／３０４８Ｆ－ＯＮＥ） 
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※ Ｈ８／３０４８Ｆ－ＯＮＥのオンチップデバッグ機能を有効にするには、

エミュレーションモードへ移行させる必要があります。 

※ Ｈ８／３０４８Ｆ－ＯＮＥをエミュレーションモードへ移行させるため

に、ＭＤ1／ＭＤ０のＨｉｇｈ／Ｌｏｗを切替えるスイッチが必要です。

なお、切替える頻度が多いため、強度なスイッチをお勧めします。 


